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【 請 求 項 １ 】
　
　
　

【 請 求 項 ２ 】
　
　
　

　
　

【 請 求 項 ３ 】
　
　

【 請 求 項 ４ 】
　
　
　

基 板 上 に 、 金 属 膜 と 、 酸 化 物 膜 と 、 還 元 防 止 膜 と 、 を 順 次 形 成 し 、
前 記 還 元 防 止 膜 上 に 、 半 導 体 素 子 を 形 成 し 、
物 理 的 手 段 に よ っ て 、 前 記 金 属 膜 と 前 記 酸 化 物 膜 と を 分 離 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体

装 置 の 作 製 方 法 。

第 １ の 基 板 上 に 、 金 属 膜 と 、 酸 化 物 膜 と 、 還 元 防 止 膜 と 、 を 順 次 形 成 し 、
前 記 還 元 防 止 膜 上 に 、 半 導 体 素 子 を 形 成 し 、
前 記 半 導 体 素 子 上 に 、 表 面 に 光 触 媒 膜 が 形 成 さ れ た 第 ２ の 基 板 の 前 記 表 面 側 を 接 着 剤 を

用 い て 貼 り 合 わ せ 、
物 理 的 手 段 に よ っ て 、 前 記 金 属 膜 と 前 記 酸 化 物 膜 と を 分 離 し 、
前 記 第 ２ の 基 板 の 裏 面 側 か ら 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 前 記 光 触 媒 膜 と 前 記 接 着 剤 と

を 分 離 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に お い て 、
前 記 還 元 防 止 膜 は 、 チ タ ン 、 ジ ル コ ニ ウ ム 、 ハ フ ニ ウ ム 、 バ ナ ジ ウ ム 、 ニ オ ブ 、 タ ン タ

ル 、 ク ロ ム 、 モ リ ブ デ ン 、 鉄 、 コ バ ル ト 、 マ ン ガ ン 、 ニ ッ ケ ル 、 又 は ア ル ミ ニ ウ ム か ら 選
ば れ た 物 質 の 窒 化 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

第 １ の 基 板 上 に 、 金 属 膜 と 、 酸 化 物 膜 と 、 導 電 性 の 還 元 防 止 膜 と 、 を 順 次 形 成 し 、
前 記 還 元 防 止 膜 上 に 、 半 導 体 素 子 を 形 成 し 、
前 記 半 導 体 素 子 上 に 、 表 面 に 光 触 媒 膜 が 形 成 さ れ た 第 ２ の 基 板 の 前 記 表 面 側 を 接 着 剤 を

用 い て 貼 り 合 わ せ 、



　
　

　

【 請 求 項 ５ 】
　
　
【 請 求 項 ６ 】
　
　

【 請 求 項 ７ 】
　
　

【 請 求 項 ８ 】
　
　

【 請 求 項 ９ 】
　
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　
　
　
【 請 求 項 １ １ 】
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物 理 的 手 段 に よ っ て 、 前 記 金 属 膜 と 前 記 酸 化 物 膜 と を 分 離 し 、
前 記 第 ２ の 基 板 の 裏 面 側 か ら 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 、 前 記 光 触 媒 膜 と 前 記 接 着 剤 と

を 分 離 し 、
前 記 還 元 防 止 膜 を エ ッ チ ン グ す る こ と に よ っ て 、 前 記 半 導 体 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る

端 子 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ４ に お い て 、
前 記 還 元 防 止 膜 は 、 チ タ ン 窒 化 物 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 半 導 体 素 子 は 、 加 熱 処 理 を 含 む 工 程 を 経 て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置

の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 酸 化 物 膜 は 、 前 記 金 属 膜 の 表 面 を 酸 化 処 理 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 物 理 的 手 段 は 、 人 間 の 手 、 ノ ズ ル か ら 吹 き 付 け ら れ る ガ ス の 風 圧 、 超 音 波 、 又 は 楔

上 の 部 材 を 用 い た 負 荷 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 第 ２ の 基 板 は 、 透 光 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 光 触 媒 膜 は 、 チ タ ン 酸 化 物 膜 で あ り 、
前 記 光 は 、 紫 外 光 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の い ず れ か 一 項 に お い て 、
前 記 光 触 媒 膜 は 、 硫 化 カ ド ミ ウ ム 膜 で あ り 、
前 記 光 は 、 可 視 光 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 作 製 方 法 。
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